














































































































































































合計 92 44 17 25 1 10 16 49 30 4 5 7 7 1 3 1 2 1 3 318
竹取物語 1 1 1 1 4
伊勢物語 5 3 1 4 13
平中物語 2 3 3 2 1 1 12
土佐日記 1 3 1 1 1 2 9
落窪物語 3 1 1 7 1 1 14
蜻蛉日記 16 7 1 1 6 2 2 1 1 37
大和物語 3 1 1 3 1 9
枕草子 10 2 1 1 1 4 1 1 21
源氏物語 42 19 13 20 1 6 5 19 19 2 4 5 5 1 3 1 1 3 169
紫式部日記 2 1 2 5
和泉式部日記 1 1
更級日記 4 1 1 4 1 1 12

























































合計 27 17 10 117 1 1 40 7 5 7 3 4 5 13 1 8 3 1 28 1 2 301
竹取物語 2 1 3
伊勢物語 1 1
平中物語 2 2 1 5
土佐日記 1 1
落窪物語 1 4 4 5 1 5 3 1 1 2 27
蜻蛉日記 7 1 2 4 2 1 1 2 1 1 1 4 1 28
大和物語 1 1 1 1 4
枕草子 1 3 1 9 1 1 1 1 2 20
源氏物語 9 4 4 86 26 1 4 3 1 1 4 10 1 6 1 1 15 2 179
紫式部日記 1 1 1 1 4
和泉式部日記 2 1 2 2 3 10
更級日記 2 1 1 1 1 1 1 1 1 10


































































四分律 2 2 3 1 8
願経四分律（岩淵本） 2（1） 1 2 3（2） 1 9（3）
願経四分律（小川本） 1（1） 6（4） 1 2 10（5）
願経四分律（聖語蔵本） 1 1 2
成実論 13（5） 3 1 1（1） 1 4 2（1） 3（1） 28（8）




大智度論 10（3） 1 2（2） 1 2 1 17（5）
地蔵十輪経 3（1） 3（3） 1 4 5（2） 2（2） 18（8）
大方広仏華厳経 10（5） 1 1 2 3 2（2） 19（7）
百法顕幽抄 8（1） 1 1 1 11（1）
















沙弥十戒威儀経 1 1 2
仏説太子須陀拏経 1 1 1 1 4
不動儀軌 1 1
護摩蜜記 0
不空羂索神呪心経 1 1 2
恵果和上之碑文（東大本） 0
南海寄帰内法伝 2 1 3
梵字悉曇字母并釈義 0
恵果和尚之碑文（高山寺本） 0




















































願経四分律（小川本） 1（1） 2 3（1）
願経四分律（聖語蔵本） 3（3） 3（3）
成実論 8（1） 8 4（2） 1 5 15（2） 41（5）




大智度論 3（1） 5（5） 2（1） 1 1 5 17（7）
地蔵十輪経 2 3 5
大方広仏華厳経 1 1 2
百法顕幽抄 3 6（6） 1 4 4 1 19（6）




































































































































































































































































































































成実論において他に 3箇所出ており（十四 179-7，十四 183-32，十五 108-
22），固定的な訓読方法かと思われる。それら以外に得られた「滅すと見
（る）」（十四 179-7）「貪著すと見（る）」（二十二 28－下 14）「喜（ふ）と見































































































鈴木（2009 : 178, 180）は夢の内容を引用する「と見る」を挙げ，前接す
る動作動詞のアスペクト的意味を「継続的意味」と解しているが，おそら




（鈴木 2009 : 237）となり，「語るべき事柄の連鎖を，テンス・アスペクト・
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（20201001 https : //www2.ninjal.ac.jp/lrc/index.php?aozora）


















［付記］本稿は，令和 2年度 JSPS 科研費（課題番号：19K13210）による研究成
果の一部である。
（つじもと おうすけ・関西学院大学文学部助教）
中古語における視覚動詞「見る」の補文 ２９
